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論文内容の要旨
慢性閉塞性肺疾患 (COPD)患者は種々の程度に運動制限がみられるがこのメカニズムとして換気
能力の低下だけでなく循環障害の関与も指摘されている。 COPD患者では，肺胞領域の解音1学的破壊や低
酸素性肺IfIL管撃縮などによる肺血管系のremodelingが，肺血管のrecruitabilityやdistensibilityを低下さ
せ，運動中に著名な肺高血圧がもたらされる。今回，我々は， COPD患者において，肺血管障害が運動中
の酸素運搬効率や運動能力にいかに影響を及ぼすかについて検討した。最近.肺循環系の病態評価におい
て肺刷管の庄一流量関係の有用性が報告されており，今回の研究では，肺Jfn管障害の程度を示す指標とし
て，運動中の肺動脈圧一心係数関係の傾き (P-Qs}ope)を用いた。
【対象と}i法】
COPD患者の男性21名を対象とした。平均年齢は67上5歳，呼吸機能検査上.平均一秒量は0.91:tO.26 
Literであった。
まず，呼気ガス分析下で‘自転車エルゴメーターによる症候限界件.漸増運動負荷試験を施行し.最大酸素
摂取量 (V02max)を求め これを各対象の運動能力とした。
次に，右内頚静脈より有心カテーテノレをまた前腕動脈より動脈カニューレを挿入した上で，自転車エ
ルゴメーターによる 5分間の定常運動負荷試験を施行し，運動中の血行動態指標および血液ガスの変化を
測定した。定常負荷巾の肺動脈圧一心係数関係の傾き (P-Qs]ope)を求め， V02maxや酸素運搬能の指
標との関係について検討した司
【結果】
1.症候限界性漸増運動負荷試験におけるV02max'ま，体重当り平均14.9:! 2.2ml / min/kgで予測l値の約
56%であり，全対象において運動能力の低下がみられた。
2 _ V02maxと呼駿機能検査の各指標との聞には肺拡散能 (TLco)を除き有意な相関はみられなかっ
た。一方， V(λmaxとP-Qslopcとの聞に r.，-0.669. Pく0.001と有意な負相闘がみられた。
3. さらにP-Qslopeは，定常負荷時の混合静脈血酸素分圧や酸素消費量の変化に対する酸素運搬量の増
加度(ムDOda V02)との聞に各々 r=-0.679.r=-0671と有意な負相関を認めた。
4.定常負荷中の酸素運搬の増加賞 (sDO，.)は，心拍出量の増加量(ムCO)との問に r=0.904と強い
iF.相関を認めた。
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【考察および結論】
慢性閉塞性肺疾患患者における肺血管障害は，右室負荷の増大による運動中の心拍出量の増加制限を介
して末消筋への酸素運搬を障害し，運動能力の低ドをもたらすことが示唆された。同患者において，肺血
管障害は運動能力を決定する上で重要な肉子であると;唱えられた。
論文審査の結果の要旨
慢性閉塞性肺疾患 (COPD)患者は.種々の程度に運動制限がみられるが，このメカニズムとして換気
能力の低.ドだけでなく循環障害の関与も指摘されている。 COPD患者では.肺胞領域の解剖学的破壊や低
酸素性肺血管撃縮などによる肺血管系のremodelingが，肺血管の再開通能や拡張能を低下させ，運動中に
著名な肘i高血圧がもたらされる。本研究は COPD患者において脈血管障害が運動中の酸素運搬効率や
運動能力にいかに影響を及ぼすかについて検討したものであるC 最近，肺循環系の病態評価において肺血
管の圧ー流量関係の有用性が報告されており，今回の研究では，肺血管障害の程度を示す指標として.運
動中の肺動脈庄一心係数関係の傾き (P-Qslope)を用いたり
対象はCOPD患者の男性21名で，平均年齢は67:t5歳.平均一秒置は0.91:tO.261iterであった。各患者
に対してあらかじめ検査の目的内容.危険性等について説明しinformedconsentを得た。まず，呼気ガ
ス分析下で自転車エルゴメーターによる症候限界性漸増運動負荷試験を施行し，最大酸素摂取量 (V02
max)を求め.これを各対象の運動能力とした。次に，右内調静脈より右心カテーテlレを，また前腕動脈
より動脈カニューレを挿入した上で，自転単エノレゴメーターによる 5分間の定常運動負荷試験を施行し.
運動中の血行動態指標および血液ガスの変化を測定した。定常負荷巾の肺動脈圧一心係数関係の傾き (p-
Q slope)を求め.VO?maxや酸素運搬能の指標との関係について検討した。
その結果，1.漸増運動負荷試験におけるV02maxは体重当り平均14.9:!:2.2mI!min/kgで予測値の約
56%であった。 2.V02maxと呼吸機能検査の各指標との1自には肺拡散能 (TLco)を除き有意な相関
はみられなかった。 -}j， V02maxとP-Qslopeとの聞に r=-0.669， P <0.001と有意な負相関がみられ
た。 3. さらにP-Qslopeは.定常負荷時の混合静脈血酸素分圧や酸素消費量の変化にー対する酸素運搬量
の増加度 (sD02/sV02)との問に各々 r=-0.679. r =-0671と有意な負相関を認めた。 4.定常負荷
中の酸素運搬の増加量(ムD02)は，心拍出量の増加量 (sCO)との問に r=0.904， Pく0.001と強い正
相関を認めた。
以上の結果は，慢性閉塞性肺疾患患者において，肺血管障害が右室負荷の増大による運動中の心抽出量
の増加制限を介して未消筋への酸素運機を障害しその運動能力の低下をもたらすことを示唆したもので
ある。したがって，本研究は，慢性閉塞性肺疾患患者における運動能力決定肉子としての肺血管障害の役
割を考える上で重要な情報を提供するものとして評価される。
よって，本研究者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと認められた。
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